
（ 6年 4月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

88% 114%
96% 108%

97% 100%
111% 99%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

135% 154%

85% 142%

67% 165%

84% 156%

82% 116%

125% 87%

76% 126%

133% 98%

71% 119%

109% 94%

100% 108%

44% 135%

62% 147%

130% 101%

81% 111%

124% 79%

67% 103%

##### #####

115% 117%

165% 103%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,015,958 501,800 1,517,758 318,497,393

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 1,015,958 501,800 1,517,758 318,497,393

一般果実 68,077 721,655 789,733 65,064,423

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 68,077 721,655 789,733 65,064,423

1,084,035 1,223,455 2,307,490 383,561,816

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表
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野
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26
青森県産の入荷。生産量が少なく数量減、単価高で推移。

数  量 （ｋｇ） 金額（円）

388

91
円安の影響で昨年よりも単価上昇。国産柑橘の入荷量減少もあり、販売数量は増加
した。

入荷が前年より遅れ、小玉傾向。この時期は熊本県産しかない為、入荷減、単価高
であった。 6

計

4

買付

542101

320

熊本県産主体の入荷。入荷は前年並、運賃の値上げ等により単価高での販売。

愛知中心の販売。前半は天候不順から増え切らず小玉中心で入荷減少。後半にか
けてサイズも回復、Lｕｐ出荷の増加と小玉減少の動きになったが入荷量の回復とは
ならなっかった。

1,206

488

オレンジ

 種       類

数量減、単価高であるが、天候の不順有。傷みが発生し、産地廃棄が多い月であっ
た。

とまと

実

甘夏
サンフルーツ

すいか

果
実

野

菜

89

53

148

群馬、高知中心販売　３，４月の低温を受けて入荷量は増えず相場は例年より高値
で推移した。

愛知中心の販売。高値反動と入荷量の増加から相場は下落気味だった。

なす

360

市  況  の  概  要

入荷数量

790

鹿児島、茨城中心の販売。月末にかけてＧＷ前の需要と天候不順の影響で価格が
上昇した。だいこん

主 要 品 目 市  況  の  概  要

種類

192

野
菜

47

果
サンふじ

いちご

きゅうり

　国内果実は、イチゴ、柑橘、リンゴ中心の販売、施設物はハウスみかん、もも、サクランボへと少しずつ切替わり、入荷減、単
価高で推移。国外果実は、オレンジ、バナナ、パイン、キウイ等、中心に数量増、円安により単価高で推移。

高知中心の販売で３、４月の天候不順を受け着荷は不安定であった。急な入荷減
少に市場混乱もあり定番中心販売の動きとなった。５月に向けては増加予想。

キャベツ 158

88

222

420

359

入荷数量

　全国的な荒天、気温の低下により野菜全般的に出荷量が少なかった。特ににんじん、キャベツ、アスパラガス、玉ねぎ、ナス
は少なく、加えて春商材の引き合いが強い事もあり、3月下旬から相場の高い状態が続いた。にんじんは上旬に主産地の徳
島で降雨が続き、まとまった出荷とならなかった。相場は堅調に推移した。キャベツは春系産地が朝晩の低温で生育は低調、
最終盤を迎えた愛知の冬系も代替産地がなく引き合いが強かった。

2921,518


